
 

お
盆
供
養
並
び
に

お
施
餓
鬼
法
要
の
ご
案
内 

 

 

盛
夏
の
候
、
暑
さ
が
続
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
善
通
寺
関
東
別
院
に
御
尽
力
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
寺
で
は
こ
の
度
、
左
記
の
日
程
で
お
盆
供
養
並
び
に
お
施
餓
鬼
法
要
を
厳
修
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

八
月
十
四
日
（
土
） 

午
後
一
時
～ 
お
盆
供
養 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
二
時
～ 

お
施
餓
鬼
法
要 

 

お
盆
と
は
、
ご
先
祖
様
の
霊
魂
を
供
養
す
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
お
盆
に
は 

密
厳
国
土(

極
楽
浄
土)

よ
り
、
ご
先
祖
様
が
こ
の
世
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
日
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
当
寺
で
、
ご
一
緒
に
読
経
を
施
し
ご
先
祖
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
盆
供
養
の
後
は
お
施
餓
鬼
法
要
を
い
た
し
ま
す
。
施
餓
鬼
法
要
と

は
、
お
大
師
様
が
唐
よ
り
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
秘
法
で
、
施
餓
鬼
卒
塔
婆
を
建
て
、
餓
鬼
道

で
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
ん
で
い
る
霊
魂
に
食
物
や
飲
み
物
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
徳
を
積
み

自
分
に
も
救
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
法
要
で
す
。「
施
餓
鬼
卒
塔
婆
申
込
書
」
を
同
封
致
し
ま
す

の
で
持
参
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

法
要
当
日
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
沢
山
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 合

掌 

総
本
山
善
通
寺
関
東
別
院 



 
 

 

施 

餓 

鬼 

卒 

塔 

婆 

申 

込 

書 

 
 

 
 

住  

所 

 
 

 
 

施 

主 

名 

※
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す 

一
、
初
盆
聖
霊
施
餓
鬼
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
千
円 

一
、
大
施
餓
鬼
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
千
円 

一
、
水
子
施
餓
鬼
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
千
円 

※
「
施
餓
鬼
卒
塔
婆
申
込
書
」
は
ご
記
入
の
上 

八
月
十
日
㈫
ま
で
に 

 
 

持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

※
回
向
料
は 

当
日
の
来
山
時
か
お
振
込
み
で
お
願
い
致
し
ま
す 

 
 

合
掌 

霊
位 

霊
位 

霊
位 

霊
位 

霊
位 

見
本 先 

祖 
代 
々 

・ 

戒 

名 

・ 

俗 

名 
俗
名 

安 

藤 
誠 

二 
 

霊
位 

本
覚
院
雲
乗
喜
道
居
士 

 
 

霊
位 

安 
藤 
家 

先 

祖 

代 

々 
   

 

霊
位 

円 円 円 円 円  

  

回
向
料 総本山善通寺関東別院 

FAX 046-266-4302 

切

り

取

り

線 


